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（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八

号 
   

衆
議
院
議
員
田
中
武
夫
君
提
出
刃
物
追
放
運
動
に
伴
う
中
小
零
細
企
業
の
救
済
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
三
八
第
八
号 

昭
和
三
十
六
年
三
月
七
日 

衆

議

院

議

長 
淸 

瀨 

一 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
田
中
武
夫
君
提
出
刃
物
追
放
運
動
に
伴
う
中
小
零
細
企
業
の
救
済
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

（イ） 

「
刃
物
を
持
た
な
い
運
動
」
は
、
最
近
の
少
年
非
行
、
と
く
に
凶
器
類
を
使
用
し
た
凶
悪
犯
や
粗
暴
犯
の
増
加 

の
傾
向
に
か
ん
が
み
、
青
少
年
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
刃
物
類
を
不
必
要
に
持
ち
歩
か
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
運
動
は
、
最
初
、
民
間
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
青
少
年
問
題
協
議
会
お
よ
び
広
範
な
民
間
団
体
の
支
持

協
力
の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

し
た
が
つ
て
、
こ
の
運
動
は
、 

1 

不
必
要
に
危
険
な
刃
物
類
を
持
ち
歩
か
な
い
風
潮
を
高
め
る
こ
と
。 

2 

刃
物
類
の
保
管
、
管
理
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
関
心
を
高
め
る
こ
と
。 

3 

児
童
、
生
徒
が
不
必
要
に
刃
物
類
を
持
ち
歩
か
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
学
校
に
鉛
筆
削
り
器
、
工
作
用
具 



（ロ） 

刃
物
類
製
造
業
の
当
面
の
不
振
は
、
文
房
具
様
式
の
変
化
に
加
え
て
「
刃
物
を
持
た
な
い
運
動
」
に
よ
る
影
響 

4 

必
要
が
あ
つ
て
携
帯
す
る
場
合
の
安
全
な
携
帯
の
指
導
を
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
こ
の
運
動
の
対
象
と
す
る
刃
物
の
範
囲
に
つ
い
て
い
え
ば
、
特
定
の
刃
物
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の

で
な
く
、
人
を
殺
傷
す
る
危
険
性
の
あ
る
刃
物
一
般
の
携
帯
を
自
粛
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
に

ふ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
所
持
ま
で
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
学
童
用
の
文
房
具
や
家

庭
用
の
日
常
刃
物
類
に
対
し
て
ま
で
も
そ
の
所
持
及
び
販
売
の
抑
制
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。 

も
否
定
で
き
な
い
。
と
く
に
肥
後
守
の
生
産
地
で
あ
る
三
木
・
小
野
両
市
は
相
当
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

等
を
主
眼
と
し
て
行
な
つ
て
い
る
。 

等
を
備
え
つ
け
る
よ
う
に
す
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
「
刃
物
を
持
た
な
い
運
動
」
に
伴
う
関
連
業
界
な
か
ん
ず
く
中
小
企
業
者
に
対
す
る
影
響 

四 

 



（ハ） 

最
近
に
お
け
る
銃
砲
刀
剣
類
等
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
の
傾
向
に
か
ん
が
み
、
銃
砲
刀
剣
類
等
の
規
制
を
強
化 

3 

当
面
の
滞
貨
融
資
、
今
後
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
必
要
な
資
金
等
に
つ
い
て
は
、
商
工
中
金
等
を
通
じ
て

融
資
の
円
滑
化
を
は
か
る
。 

2 

鍛
工
業
と
し
て
進
出
の
余
地
あ
る
家
庭
用
器
物
等
の
生
産
に
よ
り
品
種
の
多
様
化
を
は
か
る
。 

1 

で
き
る
だ
け
危
険
性
の
少
な
い
刃
物
を
工
夫
し
て
生
産
す
る
。 

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。 

こ
の
中
で
現
在
刃
物
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
検
討
し
て
い
る
事
項
は
、
比
較
的
安
全
な
も
の
以
外
の
飛
出

し
ナ
イ
フ
の
所
持
の
禁
止
及
び
刀
剣
類
と
同
じ
程
度
の
殺
傷
力
を
有
す
る
刃
物
を
業
務
そ
の
他
正
当
な
理
由
が 

に
十
分
留
意
し
て
政
府
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
た
い
。 

な
お
、
一
月
末
現
在
商
工
中
金
よ
り
一
〇
、
三
六
〇
千
円
（
販
売
組
合
五
、
一
六
〇
千
円
、
メ
ー
カ
ー
組
合

五
、
二
〇
〇
千
円
）
を
三
木
市
の
金
物
関
係
組
合
に
融
資
し
て
い
る
。 

五 

 



 

六 

な
く
て
も
ち
歩
く
こ
と
の
禁
止
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
の
結
果
と
し
て
暴
力
事
犯
の
防
止
に
対
す
る
好
影
響
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
右
翼
テ
ロ
対
策
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
多
角
的
に
そ
の
対
策
を
考
究
し
つ
つ
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




